
市
福
祉
公
社
「
ま
ご
こ
ろ
ヘ

ル
プ
」
は
、
市
民
相
互
の
助
け

合
い
に
よ
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
手
助
け
を
必
要
と
す

る
人
が
利
用
会
員
と
な
り
、
手

助
け
で
き
る
人
が
提
供
会
員
と

な
っ
て
、
有
償
（
非
営
利
）
で

助
け
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

従
来
、
市
役
所
第
２
分
館
で

行
っ
て
い
た
業
務
を
、
３
月
９

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
福
祉

３
月
９
日
に
「
総
合
福
祉
会

館
」
が
開
館
し
ま
し
た
。

同
館
に
は
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
市
福
祉
公
社
・
ま
ご
こ

ろ
ヘ
ル
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
配
置
。
４
月
か

ら
は
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
業
務

を
開
始
し
ま
す
。

６
日
に
行
わ
れ
た
式
典
で
長

谷
川
市
長
は
「
市
民
の
地
域
福

祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
高
齢

者
や
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促

進
と
障
害
者
の
介
護
を
支
援
す

る
、
総
合
的
な
福
祉
施
設
と
し

て
活
用
し
て
欲
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

会
館
に
移
転
。
新
た
な
拠
点
で

の
活
動
に
、
会
員
の
皆
さ
ん
は

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
は
、
多
く

の
市
民
の
理
解
を
得
て
、
年
々

利
用
会
員
、
提
供
会
員
と
も
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
３
月
１
日

現
在
で
、
利
用
会
員
に
８
４
８

人
、
提
供
会
員
に
１
１
１
５
人

が
登
録
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ

利
用
や
提
供
活
動
は
で
き
な
い

が
、
ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
の
活
動

を
側
面
か
ら
支
援
し
た
い
と
、

１
６
７
人
の
個
人
と
15
団
体
が

賛
助
会
員
と
し
て
登
録
し
て
い

ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
日
常
生
活
で
手
助
け
が

必
要
な
人
な
ら
誰
で
も
、
必
要

な
時
間
、
何
回
で
も
利
用
で
き

ま
す
。

提
供
会
員
と
し
て
は
、
主
婦

を
は
じ
め
、
定
年
退
職
な
ど
で

現
役
を
退
い
た
後
も
何
か
し
た

い
と
い
う
人
、
仕
事
を
持
っ
て

い
る
人
、
学
生
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

特
に
「
ま
ご
こ
ろ
夕
食
」
と
い

う
給
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
配
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
男
性
提

供
会
員
の
活
躍
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。

河
田
珪
子
ま
ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ

室
長
は
「
手
助
け
す
る
側
の
提

供
会
員
は
、
利
用
会
員
の
３
倍

は
必
要
で
す
。
月
に
２
時
間
ぐ

ら
い
で
も
大
歓
迎
、
都
合
の
い

い
時
間
に
気
軽
に
手
助
け
し
て

２
月
28
日
に
、
国
内
で
初
め

て
臓
器
移
植
法
に
基
づ
い
た
脳

死
後
の
臓
器
移
植
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
て

か
ら
約
１
年
半
。
今
ま
で
に
、

法
に
基
づ
い
た
臓
器
移
植
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
臓
器
提

供
の
意
思
を
表
示
す
る
「
ド
ナ

ー
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
て
も

記
入
内
容
に
漏
れ
が
あ
っ
た
り
、

本
人
に
提
供
の
意
思
が
あ
っ
て

も
家
族
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。

臓
器
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

書
面
に
よ
る
本
人
の
意
思
表
示

が
必
要
で
す
。
臓
器
提
供
の
有

無
な
ど
を
記
入
し
て
お
く
「
ド

ナ
ー
カ
ー
ド
」
は
、
記
入
し
、

持
ち
歩
く
こ
と
で
、
自
分
の
思

い
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
提
供
す
る
意
思
が

あ
っ
て
も
家
族
の
反
対
が
あ
る

場
合
、
臓
器
提
供
は
で
き
ま
せ

ん
。
提
供
す
る
意
思
の
あ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
家
族
に
伝
え
、

臓
器
提
供
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

市
で
は
、
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
や
郵
便
局

な
ど
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
カ
ー
ド
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

保
健
所
総
務
課

（
市
役
所
第
２
分
館
１
階
）、
市

役
所
分
館
案
内
、
市
民
課
、
地

区
事
務
所
、
連
絡
所
、
地
域
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
地
区
保
健

セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
所
総
務
課

（
�
内
線
３
６
１
６
）
へ

も
ら
え
れ
ば
。
安
心
し
て
活
動

を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
、
介
護

実
技
、
救
急
法
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
な
ど
の
研
修
も
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
は
忙
し

く
て
手
助
け
で
き
な
い
人
も
、

賛
助
会
員
と
し
て
ま
ご
こ
ろ
ヘ

ル
プ
の
活
動
に
参
加
し
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。

年
会
費

利
用
会
員
…
２
０
０

０
円
、
提
供
会
員
…
１
０
０
０

円
、
賛
助
会
員
…
個
人
は
２
０

０
０
円
、
団
体
・
企
業
は
１
万

円利
用
・
活
動
謝
礼

日
常
家
事

援
助
・
介
護
・
介
助
…
１
時
間

８
８
０
円
で
、
２
時
間
目
以
降

は
１
時
間
に
つ
き
６
０
０
円

※
提
供
会
員
の
交
通
費
は
利
用

会
員
負
担

サ
ー
ビ
ス
内
容
　
食
事
・
排
せ

つ
・
入
浴
・
車
い
す
・
通
院
・

散
歩
な
ど
の
介
助
、
食
事
作
り
、

洗
濯
、
掃
除
、
買
い
物
、
出
産

直
後
の
援
助
、
話
し
相
手
、
ほ

か※
１
時
間
か
ら
必
要
な
時
間
利

用
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
公
社
ま

ご
こ
ろ
ヘ
ル
プ
室
（
�
２
４

８
・
７
１
７
５
）
へ

第
10
回
目
を
迎
え
た
市
民
綱

引
き
大
会
が
、
２
月
21
日
に
市

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
小
学
生
か
ら
一
般
の
部

ま
で
59
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
大
会
の
結
果
は
次
の
通

り
で
す
。

▽
一
般
男
子
の
部

優
勝
…
丸

重
建
設
、
準
優
勝
…
風
太
郎
、

３
位
…
市
水
道
局
、
小
新
大
魔

人
▽
一
般
女
子
の
部
　
優
勝
…

小
新
だ
っ
ち
ゅ
ー
の
、
準
優
勝

…
イ
ー
ス
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
、
３

位
…
山
の
下
あ
い
い
く
、
フ
レ

ッ
シ
ュ
春
風
▽
混
成
の
部

優

勝
…
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ
、
準
優

勝
…
セ
ブ
ン
ナ
イ
ン
、
３
位
…

�
ダ
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス
、
赤
塚
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▽
小
学
生
男
子
の
部

優
勝
…

木
山
パ
ワ
ー
ズ
、
準
優
勝
…
南

万
代
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ａ
、
３
位
…
新
潟
南
リ
ト
ル
リ

ー
グ
、
木
山
ツ
イ
ス
タ
ー
ズ

▽
小
学
生
女
子
の
部
　
優
勝
…

ホ
ワ
イ
ト
ブ
ル
ー
東
青
山
、
準

優
勝
…
キ
ュ
ー
ピ
ー
ハ
ニ
ー
、

３
位
…
14
姉
妹
、
４
位
…
Ｓ
Ｅ

Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
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母子健康手帳の交付
受付時間 午後１時～２時
持ち物 妊娠届出書、印鑑
月　 日 会　　　　　場 内　容

４／21

４／28

４／７・14

４／８・22

４／21

４／２

４／27

４／15

中央地域保健福祉センター

西地区保健センター

坂井輪地域保健福祉センター

東地域保健福祉センター

石山地区保健センター

南地域保健福祉センター

北地区保健センター

中地区保健センター

妊婦相談、

各種制度の

説明、歯科

健診、保健

指導

女性の健康なんでも相談
日時 ４月８日午後１時45分から
会場 保健所西分室（旧西保健所）
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制　

安 産 教 室
内容 安産体操、分べんの経過、ほか
（３回１コース）
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

４／15
４／７

４／13

月　日 会　　　　　場 受 付 時 間

東地域保健福祉センター
中央地域保健福祉センター 午前９時15分

～９時半

対　　象

８・９月出
産予定の妊
婦

午後１時15分
～１時半

石山地区保健センター

マタニティおすすめ栄養教室
日時　４月９日午後１時15分～１時半
受け付け
会場　東地域保健福祉センター
内容　妊娠中の食事のポイント、調理実
習と試食　定員　先着30人
申し込み　保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

遺 伝 相 談
日時 ４月８・22日午後２時半から
会場 保健所西分室（旧西保健所）
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

風しん抗体価検査
日時 ４月13日午前９時半～10時受け
付け　会場 保健所東分室（旧東保健所）
対象 18歳以上の女性（妊娠中の人を
除く） 参加費 800円
申し込み 保健所保健予防課（�内線
3643）へ　※予約制

健 康 相 談
基本健康診査の受診記録票、健康手帳のある人は

お持ち下さい。 ※印は栄養士による相談あり

地　区 月　日 会　　　場 時　間

坂 井 輪

赤 塚
中 野 小 屋
木 　 戸
山 の 下
鳥 屋 野
松浜・南浜・濁川
濁 　 川
関屋・中央
入 　 舟

３・17
３・19
３・26
３・17
３・25
３・16
３・24
３・15
３・15
３・17
３・16
３・18

※坂井輪コミュニティセンター
※西新潟市民会館
※寺尾中央公園自治会館
赤塚連絡所
笠木公民館
※木戸公民館
※中地区保健センター
※南地域保健福祉センター
※北地区保健センター
老人憩いの家・新崎荘
※中央地域保健福祉センター
※入舟分室

午前10時～11時半

午前10時～１１時半
午 後 １ 時 ～ ３ 時

午前10時～１１時半
午後１時半～３時

午後１時半～３時

身体障害者駐車ステッカー
交付場所が３月16日から変更

日時 毎週火曜～金曜日午前10時～午
後４時半
新交付場所 市身体障害者福祉協会連合
会（総合福祉会館１階障害者団体連絡室
内�246-1333）

「三和福祉119番」説明会
日時 あす15日午前９時～正午
会場 三和福祉ボランティアセンター
（南万代町） 申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 小林（�244-3573）へ

身障者初級ワープロ教室
日時 ４月21日～11月17日毎週水曜日
午後１時半～３時半　定員 先着10人
会場 総合福祉会館
申し込み 市身体障害者福祉協会連合会
（�246-1333）へ

有明児童センター
問い合わせ 同センター（�267-7311）へ
�オニム大会
日時 ３月25日午前10時から
�子ども映画館
日時・内容 ３月27日午前10時から・
ホームアローン３
�ぷよぷよ大会
日時 ３月27日午後２時から

通院費申請について
対象 特定疾患医療受給者証を持ってい
る人で、受給資格を得てから６カ月以上
継続している人
申請期限 ３月31日
問い合わせ 保健所健康増進課（�内線
3661）へ

「新女性プラン検討会」メンバー募集
申し込み ３月20日（必着）までに、
はがきに応募理由、氏名、住所、電話、
年齢、性別を記入し、にいがた女性会
議・對間（東万代町９-１市女性センタ
ー内�269-3896）へ

司法書士と社会福祉士による

シ ル バ ー 1 1 0 番
日時 ３月28日午前10時～午後４時
相談内容 高齢者・障害者の相続、遺言、
贈与、賃金の回収、債務の弁済、ほか
相談電話　�229-6701（当日限り）
問い合わせ 県司法書士会（�228-158
9）へ

ホームヘルパー研修を熱心に受講する提供会員

ドナーカード

「
に
い
が
た
国
際
映
画
祭
」

が
２
月
20
日
か
ら
28
日
ま
で
の

９
日
間
開
催
さ
れ
、
市
民
プ
ラ

ザ
、
シ
ネ
・
ウ
イ
ン
ド
、
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
の
３
会
場
に

多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

同
映
画
祭
は
今
回
が
９
回
目
。

毎
年
環
日
本
海
や
ア
ジ
ア
の
秀

作
を
上
映
し
て
お
り
、
市
民
の

手
作
り
の
映
画
祭
と
し
て
定
着

し
て
き
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
16
の
国
や
地
域
の

24
作
品
の
上
映
や
、
国
内
外
の

監
督
を
迎
え
て
討
論
会
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
の
約
４

５
０
０
人
を
大
き
く
上
回
り
、

過
去
最
高
の
約
７
０
０
０
人
が

来
場
し
、
映
画
祭
を
楽
し
み
ま

し
た
。

し
か
し
、
評
判
の
高
か
っ
た

『
宋
家
の
三
姉
妹
』
の
上
映
で
は
、

満
員
と
な
り
鑑
賞
で
き
な
い
人

が
で
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

同
映
画
祭
実
行
委
員
会
と
市

国
際
交
流
協
会
で
は
「
予
想
を

上
回
る
来
場
者
に
十
分
対
応
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て

い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
、
今
後

の
運
営
に
生
か
し
、
来
年
10
年

目
を
迎
え
る
同
映
画
祭
を
、
よ

り
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
映
画

祭
に
な
る
よ
う
育
て
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う

長
谷
川
市
長
（
左
か
ら

３
人
目
）
ら


